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▼今号から誌面をリニューアル。『鴨台』は
新たなスタートを切りました。読者の皆さ
まに愛され続ける広報誌を目指し、これか
らも大正大学の魅力を発信していきます。
▼さて、新たなスタートといえば入学式。
今年も多くの新入生が大正大学の一員とな
りました。学生が、学びと育ちを通じて将
来の夢や希望を実現できるように、教員・
職員一同、全力でサポートしていきます。
かけがえのない仲間たちと共に、ぜひ素敵
なキャンパスライフを送ってください。よう
こそ大正大学へ！！（杉）
今回の表紙に登場してくれたのは音楽部混声合唱団の皆さんです。
卒業式や入学式等、学内行事での演奏だけでなく、豊島区での花ま
つりフェスティバルなど、地域の活動にも積極的に参加しています。
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満足度No.1をめざし、
教育体制をさらに充実
〜TSRマネジメントに基づく教育活動〜
創立90周年を2年後にひかえ、本学は教育体制の充実にいっそう
力を注いでいます。
今年度、4学部9学科21コースとなり、学生や時代の期待に応えた
ラインナップへさらに進化しました。
こうしたすべての取り組みの根幹となるのは、「TSR（大正大学の社
会的責任）」という考え方と、それを実践する枠組みである「TRS
マネジメント」です。
教育・研究活動を展開するにあたって、社会やステークホルダーか
らの期待や要望に応え、成果をあげることが本学の使命であると考
えています。
この理念を共通理解し、日々の学びや大学運営の意味づけを明らか
にするため、廣澤隆之副学長に本学の取り組みの狙いと展開につい
て語っていただきました。
大正大学副学長　仏教学部教授、　京都大
学文学部哲学科卒業、大正大学大学院文
学研究科宗教学専攻博士課程満期退学、
2010 年４月大正大学大学院仏教学研究
科長、2013 年４月より副学長。
廣 澤 隆 之
TSR（大正大学の社会的責任）とTSRマネジメント
■「教育ビジョン」（4つの人となる）
慈悲・自灯明・中道・共生
■「運営ビジョン」
首都圏文系大学において、ステークホルダーから
の期待 、信頼 、満足度  No.1をめざす
■3つの経営基盤と5つの社会的責任
●3つの経営基盤
● 財務（安定した財務基盤の確立）
● 人材（優れた人材の確保）
● 施設（充実した教育・研究環境の創出）
●5つの社会的責任
● 優れた教育・研究活動
● 充実した学生生活
● 特色ある地域連携・社会貢献
● ミッションに基づく学風の醸成
● TSRによる大学運営
社会やステークホルダーからの期待や要望
「教育ビジョン」 「運営ビジョン」
「建学の理念」
智慧と慈悲の実践
●教育開発推進センター
●鴨台プロジェクトセンター
●就職総合支援センター
TSRマネジメント推進機構　
実 行
（Do）
改 善
（Action）
約 束
（Plan）
マネジメント
評 価
（Check）
TSRマネジメントを推進する新組織が始動　
本学は
T
S
R
（大正大学の社会的責任）
を推進するために、教育・組織改革に積極的に取り組んでいます。大正大学の社会的責任の本質は「智慧と慈悲の実践」という建学の理念を具現化することです。つまり、建学の理念を実践 きる人材を輩出し、それによって社会からの期待に応える存在 なること めざしています。　
この考え方をもとに策定した中期マス
タープランでは、さらにわかりやすいメッセージとして、教育ビジョン「
4つの
人となる」 、運営ビジョン「首都圏文系大学において、ステークホルダーからの期待・信頼・満足度
N
o.
1
をめざす」を掲
げています。すべての取り組みは、この理念に基づくものであり、まず一義的には、学生のため、学生を中心にしたものであることをあらためてお話ししておきたいと思います。　
そして、この理念を具現化するプロセ
スが
TSR
マネジメントです。すべての
教育や大学運営において、約束・実行・評価・改善のサイクルを継続的 展開することによって、質的向上 めざしきます。　
では、こうしたことが実際の営みでど
のように展開されているかお話ししましょう。　
本学はさまざまな試みの蓄積を経て、
今年
4月から新たな体制を構築します。
　
まず、諸活動を統括するTSRマネジメ
ント推進機構を設置し、このもとに、授業や教育活動の研究・実践を担う教育開発推進センター、地域・社会貢献活動を主管する鴨台プロジェクトセンター、就職活動やキャリア形成を支援する就職総合支援センターの
3センターが配置されます。TSR
マネジメント推進機構には、学長をトップに
3センターの責任者がメンバーに入りま
す。こうした改革により、組織体系が明確になるとともに、いっそう有 的 連携した展開が可能になるでしょう。もちろんそれぞれの活動は、PDCAサイクルの枠組みの中で検証しながら、改善に努めていきます。　
さらに、教育開発推進センターの中に、
学生の情報を一元管理する総合IR室（仮称、現在はIR準備室）を設け 構想を進めています。入学時の情報、学習や諸活動の状況、進路まで、学生の情報を集約 、教学全体のマネジメントに活かしていこうというものです。学生や社会の期待に応えた新たな取り組み　
それでは、各センターの取り組みや今後
の展開について紹介しましょう。　
教育開発推進センターは、大学における
授業のあり方を、実験的な試みも含めて、さまざまな形で提示・実践して、各学科にフィードバックを行い 教育の改善に役立てることをめざします。　
昨年度から、学生の主体的な学びと自己
07　Ohdai　2014 Spring 2014 Spring　Ohdai　06
特集①　TSRマネジメントに基づく教育活動
実現を促すセルフマネジメントセミナーを実施しましたが、これは
TRS
シートとい
う独自に開発したツールを用いて、ワークショップやディスカッションに取り組みながら、セルフマネジメントと目標達成のための道筋を明らか していくものです。　
今後は学部・学科・コースとの連携をさ
らに強 、実効性の高いものに ていきます。学習やサークル活動など、目標に向けて自分をマネジメントしながら、どのように大学生活 過ごせばいいのか。あるいは、大学の学生部・教務部等 各部門をのよう 活用すればいいか さ には図書館のリファレンスの利用まで、大学生 を充実したものにするために多角的な指導を行います。　
加えて、 「学びの技法」の科目群におい
て新たなプログラムを導入しま 。国語力アップに特化した画期的なものです。国語力は、すべての学習の基礎となります。考える力、コミュニケーション力、プレゼン力といった社会における基礎能力を高める上でも必須です。この領域の専任教員 新たに採用し、カリキュラムや教材の開発進めています。　
さて、一昨年スタートした鴨台プロジェ
クトセンターも、早くも顕著な実績をあげてきました。宮城県南三陸町に建設され南三陸研修センター「南三陸まなびの里いりやど」を拠点とし 活動などが一例です。南三陸町における活動は、東北再生「私大ネット
36（サンリク） 」の連携によ
り、他大学からも多くの学生が現地を訪れ、大きな広がりを見せています
　
さらに同センターの活動の中で、特筆す
べきは豊島区との協働による「繫がりと学びをテーマとした地域共創『豊島まち活性化』プロジェクト」です。　
本学は
90年近い歴史の中で、先駆的に地
域貢献に注力してきた伝統があります。近年、大学の機能別分化が議論される中で、社会貢献機能（地域貢献、産学官連携等）を志向するのも、建学の理念や伝統を背景にした本学の教育の大きな特色の一つであると考えるからです。　
同プロジェクトにおいては、豊島区から
も多大なバックアップをいただいており、緊密な連携のもとでさまざまな形 貢献が期待されています。さらにそこに地域人々が加わり、世代間交流を促進していく大きな構想を描いています。　
特徴的なものとしては「豊島學」と名付
けられた講座の開設です。豊島区長 本学客員教授に迎えるほか、行政や区 現状に精通した職員の方々が講義してくださるもので、全学生が必修で履修する「地域科目」 の主要テーマとして位置づけて ます。　「豊島學」実現にあたっては、本学として何をすべきか 豊島区や地域の住民方々が何を期待しているのかを十分に議論し、カリキュラムを設計しました。区内の課題を「生活」 「教育」 「振興」の
3つに分
類し、これを本学の学科・コースの専門教育とリンクさせ、すべての学生がサービスラーニングに取り組むようになっています。　
新入生の皆さんは、本学の明るく開放的
なキャンパスに、期待も高まっていることでしょう。また上級生は、ここ数年 キャ
ンパス改革整備を驚きの目で眺めているかもしれません。昨年、すがも鴨台観音堂完成、旧中山道である庚申塚通りに面し新たに南門を新設し、広く一般の方々も訪れることができる交流スペースが誕生しました。こうしたキャンパス整備も、地域貢献の促進を狙いとしたものです すがも鴨台観音堂も多くの方々が訪 ていますし本学をスタート地点と て 庚申塚通りを花で彩る「すが 花街道プロジェクト」も進行中です。このほか「光 ことばのフェスティバル」 「鴨台盆踊り」などのイベトも地域にすっかり定着 ています。　
そして、教育開発推進センター、鴨台プ
ロジェクトセンターによ 教育、活動の仕上げとも言えるのが就職総合支援センターによる就職活動支援でしょう。各種講座や合同企業説明会の開催もいっそう充実し、参加学生も着実に増えています。もちろん学生の内定獲得を支援することが本センターの使命ですが、単に情報やテクニックの提供にとどまらず、各センターと連携しながら、社会で きる、社会 出るための力を育むことをめざしま 。結果、社 から期待される人材となり、それぞれがめざ道で自己実現を図っていってもらいたい思います。主体的に学び、体験し、満足できる 生生活を　
このように、すべての取り組みは、建学
の理念の具現化、言い換えれば社会の期待に応える（責任を果たす）ためのもので
す。ではあらためて、学生諸君や大学を取り巻く方々の期待とはどういうことでしょうか。　
言うまでもなく、学生が満足する教育を
提供することが最も大きな使命です。しかし、それは単に必要な単位を修得し 学士として世に出 という形式的なことで ありません。知的好奇心が刺激されて学問の面白さに気づいたり、さまざま 活動 通して人や社会との関わりを学んだり、何らかの成長があってこそ、大学で学んでよかったという本当の満足感 充実感が得られるはずです。その意味でも 与えられる学びではなく、自ら求める学びを実践してほしいと思います。自由な時間を過ごせることが大学生の特権 から、ぜひ様々なことに挑戦して、自分の世界を広げてほ いと思います。　
もちろん、学生の自立を願う保護者の皆
様の期待にも応えて かなければいけません。さらに、地域の方々に対しては 豊島区との連携事業の主要テーマである世代間交流において、主要な役割を担っ いきたいと考えています。 「光 こ ばのフェスティバル」や「鴨台盆踊り」などにおける交流はもちろん、子育 や福祉 ど本学が貢献できる領域は多岐にわたっています。　
本学が誇る特徴は、学生と教職員が緊密
な関係を築くことができる学風で 社会へ出る第一歩として、人や学びの輪の中へ積極的に加わってほしいと思います。
地域の子どもたちにスタジオ体験をしてもらう「光とことばのフェスティバル」で銀杏並木を飾った「ことばのロード」
宮城県南三陸町に建設された南三陸研修センター　「南三陸まなびの里いりやど」やぐらを囲んでの「鴨台盆踊り」では、多くの地域の方に参加いただいた
「すがも中山道菊まつり」では、大正大学が最終地点となり、多くの人で賑わった
「私大ネット 36　2013 サマープログラム」でのグランマの森整備の様子
平成 25 年 5 月に落慶した「すがも鴨台観音堂（通称：鴨台さざえ堂）」
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ことによって、さらに価値あるものになるのです。　
自分という存在は、他者や社会との関係
性の中で成り立っているものです。地域や社会の中で学ぶ この関係性を身をもって学ぶことができます。知識を教室で学ぶだけでなく、社会 活か ことを実践で身につけます。そして、喜びや困難をともに経験すること 、思いやりの心が育まれるでしょう。これが、まさに「智慧と慈悲の実践」 につなが いくのです。
??????????? ???? ???? ???? ??????? ? ?? ?? ? ?? ? ? ????????????? ? ? ? ??? ???????? ? ??　
まず、建学の理念について理解を深めて
おきましょう。大乗仏教の大乗とは、大きな乗り物のこと。大乗仏教では、すべての人の平等な救済を説いています。そのために一切衆生を救いたい いう心が求められ、利他行が重視されます。菩薩とは、「自らのためにだけでなく他人の利益になる」ことを大きな目標として掲げて修行する人です。　
つまり、それが「よりよく生きる」とい
うことになります。そのため よりどころとなるのが「智慧と慈悲の実践」です。本学では、これを実践するために身につけておくべき＂力＂を教育ビジョン「
4つの人
となる」として説明しています。
?
4????????????
?
????????　
慈悲は他者を「いかす」ことであり、そ
のために「生きる力」 （智慧）を養っていくことが大切です。︿地域・社会の中で学ぶ﹀
　
　
本学の授業の特色の一つとして、地域・
社会の中で学ぶプロジェクト型授業＝サービスラーニングに力を入れていることがあげられます。ここでは、学内外のさまざまな人とかかわりながら ことが重視 れます。　
大学という社会に出る準備期間で学ぶに
あたっては、自分の興味関心の視野をさらに広げて考える必要があり つまり、自分の「やりたい」ことが、社会の「求め」に合致している（社会に貢献できる）
　
他人の言葉に左右されず、真実を頼りと
して自らを確立せよということです。真実を知ることは、学び続け考え続けること以外にありません。すべてのものが変化していくのと同じように、学んだ「知識」もすぐに陳腐化するものです。　
日々、真理とは何かを求めて歩んでいく
ことが自灯明の実践です。︿学び続ける﹀　
建学の理念に照らして学びの目的を考え
てみると、他者や社会を幸せにするためととらえるこ ができるのではな でしょうか。この判断や行動の軸が一つの「真理」と考えられます。　
それは正解のないものであり、答えを急
いだり、妥協して結論を出したりしてしまうより、追求し続けることが大切と言えます。　
ここで、心がけたいのは失敗を恐れない
ことです。学習や友人関係、就職活動などにおいて、失敗を恐れるあまり行動をためらってしまう人がいます。勇気を出して、失敗と向き合 、乗り越えてほしいのです。やってみよう 思い実行する。できたこと、できなかった を振り返る 次に向けて改善する。学びは、こうした試行錯
誤を継続し、だんだんと深まっていくものです。それが学び続けること、すなわち「真理」 「幸せ」を探究し続けることです。　
そう考えると、大学での学びは高校まで
のものとは性質が異なることがわかる 思います。基礎から展開へ、主体的に学ぶことが っそう求められます。そして、それは社会に出てからも続きます。学ぶ姿勢を身につけることも、大学生活の大き 目標なのです。　
相互に対立する
2つの極端な考え方にか
たよらない生き方をいいます。
　
中道を現代的に実践するには、とらわれ
ない心を育て、正しい生き方を求める心を育てることが大切です。また、倫理観を養う、道徳的な生き方をする、法令・規則を守ることなども中道の現代的理解の一つであると考えます。︿マナー﹀　
正しい生き方の最も基礎的なことと言え
るマナーについて考えてみ しょう。　
礼儀やあいさつ、言葉づかい、時間を守
るなど、あたりまえのことが思い浮かびます。これまで、これらを守らないことはよくないことだとなんとなく理解し、実践してきたことでしょう。では、あらためて質問しますが、マナーを守らないことがなぜよくないことで 守 こ がなぜ正しいことなのでしょうか？　
ファッションモデルの話です。ファッ
ションモデルはもちろん美しい衣装 身にまとう仕事です。この人たちは 自分や服を美しく見せたいと思うことは当然ですが、それ以上に見ているお客様に楽しんでもらう 華やかな気持ちになってもらうことを意識すると言います。つまり、他者の幸せのためにふ まう いうこ 、それが正しい行いと考えることができるのです。　
マナーもこれに似ています。好感を持た
れるふるまいをすれば、相手も心を開いてくれて、関係性も深まっていくでしょう。約束を破ったり、時間に遅れたりすれば、
相手に迷惑をかけることは当然です。なんのためのマナーなのかを考え行動してほしいと思います。　
仏教の縁起の思想、すなわち世の中にあ
るものはすべて直接的、間接的にかかわらず、何らかの形で関わり合って生まれ、滅び、刻々と変わっていくものであるという考え方がベースにあります。　
大学という学びの場において、志を同じ
くした者が共に学び、それぞれの目標に向かって達成の努力をする人たち 集まりであってほしいも です。︿仲
　
間﹀
　
共生とは、本学の理念の根底にあるもの
と言ってもよいでしょう。人生をともに分かち合うことに り、喜びが大きくなり、より高い壁も乗り越えることができます。　
中には、一人でいるほうが楽、落ち着く
という人もいるでしょう。スマートフォンやゲームを相手になんとなく時間を過ごし
てしまうということもあるでしょう。ただ一方で、人は一人では生きられないということは、やはり事実です。仏教では、生きるというより、生かされているという考え方をします。与えられた命なのです。そして、それは自ら全うするだけで く、他者にお返しする（利他）ことが求めら ます。こうした関係性が共生に広がって くので　
共生とは文字通り、ともに生きることで
す。相手を尊重し、支え合うことです。それは同時に自分を大切にすることにもなります。勇気をもって一歩を踏み出し、仲間と交流し、新しい出会いを求め ほしいと思います。人と人のみならず、地域と地域、国と国にも共通 ること グローバル社会を生きる智慧とも言えるでしょ 。
社会人としてのマナーを
身に付ける
自分で授業・ゼミを選択し、主体的に学ぶ
学習の場はキャンパス内だけではありません
友達はあなたの一生の財産です
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学生生活はこう過ごそう
高校との大きな違いの一つは90分授
業であること。1 時限で進む範囲も広
くなりますから、わからないことは早
めに質問して解決したり、要領よく
ノートにまとめたりすることが大切。
自分で考え判断して、ポイントをメモ
しておくことがコツです。
もちろん、予習・復習も欠かさずに…。
友達づくりでは、自分から積極的に声
をかけてみましょう。不安なことは、
みんな同じ。まず身近な人から知り合
いになり、だんだんとその話を広げて
いきましょう。
アルバイトは目標のために行うことが
ポイント。特に1人暮らしの場合、大
学で勉強して、アルバイトをして、家
に帰ってから食事や洗濯をしてという
ことになると、生活のリズムが崩れが
ちです。旅行に行きたい、将来の仕
事につながる体験をしたい、など、得
るものはなにかを考えて行動したいも
のです。
万が一の時に
本学では、キャンパスにおける防災へ
の対応と、災害発生時における学生・
教職員の心構えをまとめた「防災への
心構え」を作成しています。火災、震
災等の災害発生時には、直ちに災害対
策本部が設置され、対応します。指示
に従い、落ち着いて行動してください。
● 授業中の場合、頭を保護し、丈夫
　な机の下などに隠れる。
● あわてて廊下や外へ飛び出さない。
● 校舎の外にいる場合、ガラスの落下 
    に注意し、建物のそばから離れる  
    （落下物の恐れがある場所から離
    れる）。
● 教職員または放送の指示に従う。
　また、本学では大規模な災害等の
　影響により学業継続に支障をきた 
   す 場合に、支援制度を設けています。
   詳しくは学生部にご相談ください。
???????????????? ???? ??? ?????????????????? ????? ????? ? ??? ?
???????????? ?? ? ??? ? ? ?? ??????????支え合い、大正大学に関わるすべての人々を温かく迎えるキャンパス。新入生の皆さんもその一員です。高校と違い、自分で授業を選んだり、さまざまな活動に参加したり、いっそう自主性が求められます。でも、大丈夫。先生方、職員・スタッフが皆さんを親身にサポートします。
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Q
&
A?
??????????????????
Q?
??????????????????
??
??
A　
卒業生の就職先業界は幅広いです。大学で
　　
の学びや、実習、課外活動などをきっかけ
　　
に、業界や職種を志望しています。
　　
詳しくは、
C
E
C窓口（
2号館
2階）に
　　
お問い合わせください。
Q?
???????????????
A　
就職活動の際、面接で必ずと言っていいほ
　　
ど質問される が「自己ＰＲ」 「大学時代
　　
に頑張ったこと」です。 「自己ＰＲ」と言
　　
うと、 「サークルでリーダーをした アル
　　
バイトのリーダ だった」など、自分の立
　　
場をアピールすると思っている学生が多い
　　
のです。しかし、企業側が求めているの
　　
は、どんなことでも、その出来事に対して
　　
自分がどんな風に取り組んだ か（自分な
　　
りに頑張ったこと、努力や工夫をして壁を
　　
乗り越えた）を具体的に伝える必要があり
　　
ます。
　　
そのために、何でもいいので「大学時
　　
代、これだけは頑張っ 」ということを
　　
経験してください。
Q?
???????????????????
??
??
A　
低学年時は、 「就職」を意識するというよ
　　
りは「自分が将来どうなりたいか」 「その
　　
ためにどうしたらいいのか」考える時間を
　　
多く設けています。キャリア関連科目にお
　　
いては、社会で働く人や企業の社長さんか
　　
ら話を聞く講座など
　　
も開設しています。
3年生になると、就活
に直結した講座が始まります。 「履歴書の書き方」 「業界、企業研究」 「面接の受け方」など、さまざ な支援プログラムを実施していきます。また、毎年約
2
0
0社以上
の企業が大学に来校し「企業説明会」を行います。就職活動が本格化する
4年生には
「個別対応」を行い、各学科担当の職員が皆さん一人ひとりの就 状況に応じて支援をしていきます。
先輩の就活体験談
とにかく明るくつねに笑顔！
ここじゃなきゃダメという会社への意志
と入社して目指すキャリアステップをしっ
かり作っておくことが大切。
　　　　　　　　　　（表現文化学科・女子）
●
自分を信じて諦めないこと！　周りのペー
スに惑わされないように、自分のペース
でやること！　そうすれば必ず良い会社と
出会うはずです。是非笑顔で元気よく楽
しんでください。
　　　　　　　　　　　　（歴史学科・男子）
●
就活の方法は一つではないと思います。
つらいとは思いますが、諦めないで頑
張ってください。
　　　　　　　　　　　（人間科学科・女子）
●
就活は大変な面もありますが、今思え
ば良い経験だったと思います。自分を成
長させてくれます。成長ポイントを発見
して就活を楽しみましょう！前向きになり
ましょう！
　　　　　　　　　　　　（歴史学科・女子）
●
人事部の方が「最近は就活講座を受け
すぎてクロ ンーのように同じことしか言わ
ない」と仰っていたので、自分の言葉で
伝えるようにしてください。また会社の
研究をすれば自分の話に深みが出ます。
それから、礼儀や言葉遣いに気を付けて
ください。あとはとにかく笑顔です！
　　　　　　　　　　　　（歴史学科・女子）
●
大切なのは笑顔！そして「やりたい！」
「働きたい！」「何がしたい！」という気
持ちを全力で伝える！　それが本当に大
切だと思いました。
　　　　　　　　　　（臨床心理学科・男子）
キャリアエデュケーションセンター
（CEC）のサポート例
●個別相談
専門の相談員と、進路・就職相談ができます。就活の進め方から書類添削、面接
練習まで、何でも相談できます。一人で悩まず、相談員と一緒に考えましょう。
●就職担当教員・職員（学科・コース別）
相談というほどではないが、話を聞いてほしい。そんな時は各学科・コースの就職
担当者に話をしてみましょう。担当教員は各学科閲覧室、CEC 窓口にて確認してく
ださい。
●就職ガイダンス・講座
年間６０回以上開催しています。就活スタートガイダンスから面接対策講座、志望
先に特化した業界セミナーなども行っています。また、情報提供だけではなく、実
践を目的とした少人数の講座も多数行っています。
●ハローワークジョブサポーター
ハローワークより、大学担当のジョブサポーターが求人紹介等の情報提供を行います。
●学生就活アドバイザー
内定を取得した4 年生が、皆さんに自身の就活体験を伝授してくれます。つい最近
まで就活をしていた先輩からの話は貴重な情報です。
2階
窓　口
????????
??????????
就職関連書籍コーナー
?
?
･ ?
?
?
?
?
?
応接室 面談室
フリー
デスク
フリー
デスク
フリー
デスク
キャリア
学生スタッフ
ルーム
（TAP講座）
掲 示 板
スペース
❶
❷
❸
❺
❹
❻
❶ 個別相談コーナー
❸ 求人票コーナー ❹ パソコンコーナー
❺ U・I ターン資料コーナー ❻ CECセミナールーム
?????????????? ? ?? ?? ?? ? ? ?新入生の皆さんが気になることの一つが就職活動でしょう。
3年生になってから準備をするので
はなく、早い段階から少しずつ意識しながら学生生活を過ごすことが大切です。キャリアエデュケーションセンター︵
C
E
C︶では、さまざまな就職支援プログラムや情報提供を行い、相談に
対応しています。ぜひ一度、足を運んでみてください。
〈2号館2階〉
CECセミナールームでの
グループディスカッショ
ン練習風景
学生就活アドバイザ （ー4年生）による体験談など、より
身近な部分から就活をサポートする
❷ 就職関連DVDコーナー
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すいのです。それを聞いているとセリフの言い回しが全然変わってきます。私
はプロの演出家ではありませんが、セリフの聞き心地がいいかど
うかには気を配っています。大きな劇場では、役者の表情までそうそう見えるものではありません。それより、言葉の強弱、メロディ、リズム ほうがずっと大事でしょう。では、表情で大切な はなにか。遠く お客さんで なく、一番身近にいる相手の役者との表情 やりとりだと思います。相手の役者 その人の表情を見てしゃべっているのです ら、無表情でいられるより表情が変わったほうが、演技がのってくるでしょう。それで芝居が何倍もよくなりますさ
て、らく塾では映画、本、演劇の話、いろいろなことを伝えてきま
した。結局、何を話したかったのだろうと考えてみると、表現というこ はもちろんですが、一つの生き様ではないかと思います。
ジ
ャンルを問わず物事に熱中して深く考えていくのは、果てしないこ
とです。考える、追求するとは本来そういうことでしょう。これが、形があるものだとある程度ゴールは見えてきますが、演劇であったり落語であったり、そういうモノをつく ていくという とは、やり尽くして、もうできることはほとんど残っていな というところま いきます。それでも考える。だから、面白いのです。落
語がなくても世の中は動きますから、ふつうの人にとってはどうで
もいいことでしょう。そういう落語でも、四六時中ずっと考えてやって くと、何か見つかるんじゃないか。生きがいというのは、ど に見出すかということでしょう。談志師匠がテレビ番組の中で「割り箸一本見てずっとそれで過ごせるようになったら、こんなにいい生きがいはない」 話して た とがあります。割り箸からいろいろな を妄想し
てふくらんでいったら、それはそれで楽しいでしょう。なんだ食べるための道具じゃないかで済ませたら、それで終わりです。それが、割り箸 なくて、落語、映画、音楽、小説、何でもいい。どんなことでもそこから広げていけたらいいのです。 や芝居を見 すぐ筋を忘れてしまうなんてもったいない しょう。そ
の意味でも、大事なのは人生経験です。ふつうに落語をやって面白
ければそれでよかった。で 、自分はちょっと違う。ですから、いろいろな演出を考えたり、ギャグを入れ りして オンリーワンをめざす。そのために、私はいろいろなことをやってきました
人
が見ていない世界を見たからこそ、思いつく発想があるのです。
演劇、映画を死に物狂いでやった。うちの師匠は議員になった。それを全部ネタにしちゃうのが芸人です。うち 壁に向かって稽古をしていてもたいしたものは出てきません。人生経験と表現は切ってもきれないものなのです。いろいろやって感覚が麻痺しているかも れませんが、今やりたい落語をやっている気がします。
立川志らく 
（たてかわしらく）
落語家（落語立川流所属）・映画監
督（日本映画監督協会所属）。
1963年東京都生まれ。1985年立
川談志に入門。1988年二つ目昇進、
1995年真打ち昇進。落語家、映画
監督、映画評論家、エッセイスト、
昭和歌謡曲博士、劇団主宰と幅広く
活動。http://www.shiraku.net
役
者といっても、多くは演劇とアルバイトの掛け持ち。どちらが本業
かわからない。本人は俳優気取りでも、演劇で食べている本物のプロではないから、私 らすればプロの役者とは言いがたい。一
方、下町ダニーローズ『疝気の虫』での話。私とモロ師岡さん、
森口博子さん、北原佐和子さん、ミッキー・カーチスさん が着ぐるみを着て虫になって出て来る。最初 お客さんは唖然とするわけです。だ だん話がシリアスな展開になっていきますが、とにかく
それぞれの分野で名を成している人たちが汗水流して夢中になってやっている。最後には涙まで流すの す。こ
れを若い役者がやったらしんどいでしょう。知名度がまったくない
のですから。ふつうはお客さんも怒ります。そこで私がアドバイスするとしたらこう言うでしょう。 「もっと真剣にやりなさい。真剣にやれば必ず見えてく ものがあるから」と。その一生懸命さが、有名な人たちが演じている以上に心を打つのだと思います 大ベテランの脚本家である石森史郎先生 舞台を見て「若いっていいな。若いのが一生懸命やっている。これが演劇なんだよね」とおっしゃっていました。お客さん 反応 良かったのも、若い役者たちの熱が伝わったからでしょう。演
技について言えば、いい役者、上手い役者の言葉にはメロディがあ
るということをあらためて思います。落語にもメロディやリズムがあります 強弱をつける。押す ころは押し 、引くところは引いて、あとは自分でメロディをこしらえてテンポよくしゃべっていると、聞き心地がい のです。落
語家も役者も、いい音楽を幅広くたくさん聴くべきだと思います。
その中で、なぜ懐メロがいいかというと、日本の歌謡曲は日本人の琴線に触れる三味線音楽なので 私たちにわかりや
イラスト：山田あや
第十一回（最終回）
いい役者、表現とは
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〒170-8470
東京都豊島区西巣鴨3-20-1
大正大学法人企画部
「良正庵 ほほえみ相談室」係
「良正庵 ほほえみ相談室」で
は、ご相談受付中です。本連
載にて、取り上げさせていた
だきます。あなたの簡単なプ
ロフィールと匿名にするかど
うかをお書き添えの上、書面
にて下記住所までお送りくだ
さい。よろしくお願いいたし
ます。
小林良正
1950年、愛知県名古屋市生まれ。
大学卒業後、結婚し二児を育てる。
37歳で浄土宗で得度し、1988年、
仏教大学文学部仏教学科卒。1990
年、嵯峨清涼寺にて水谷幸正上人の
導きで剃髪。1991年、良正庵を結
ぶ。「お母さん尼僧の辻説法」講演
で活躍の一方、全国念仏行脚を続
け、2011年4月、日本一周満行。
????????????????????????????????????????
?????? ???????????? ???????? ??????? ????
小林良正尼からの生きる勇気が詰
まったエッセイ集『まぁるい心』（リ
ベロ刊）が好評発売中です
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特集①　TSRマネジメントに基づく教育活動
東北再生「私大ネット36」
スタディツアー
被災地で学ぶのではなく、被災地に学ぶ。
人間学部創設
20周年記念
シンポジウム
地域のなかの人間学―実践報告とその可能性
南門けやき広場
イルミネーション
地域と大学の接点を彩る12,000個のLED。
1日目グループワークの様子。グループごとに「知りた
いこと」「学びたいこと」「感じたいこと」について目的を
設定し、翌日のフィールドワークで訪れてみたい場所・
ルートを決める
2日目荒島でのフィールドワーク。NPO法人海の自然史
研究所のスタッフを講師に迎えて、南三陸町の自然・植
物についてのレクチャーを受けた後、荒島へ移動
島ではグループに分かれ、5種類の樹に貼られ
たキーワードを探しながら、荒島の特徴的な自
然の姿を感じる
各学科から5名の先生がパネリストとして参加した
コメンテーターの先生方。この後、全体討論が行われた
勝崎学長・浅賀庚申塚商栄会会長・千原庚申塚町会会長・
榎本巣鴨庚申堂奉賛会代表理事の4名による点灯
参加者は、防災対策庁舎前でバ
スを降り、それぞれ徒歩で目的
地へ向かう。中には南三陸町役
場を訪れ、復興担当者に今後の
復興計画についてインタビュー
してきたグループも
3日目には5つのグループが、フィールドワー
クの成果を発表。参加者は、目で見たものを単
にまとめただけではなく、フィールドワークを
経て感じたこと、自分たちが考える震災復興に
ついても発表が行われた。フィールドワークの
様子を動画で撮影し、編集した映像を使って発
表を行った班もあった
平
成
26年
1月
15日、大正大学
内において「人間学部創設
20周年記念シンポジウム」が開催さ
れました。当初は、昨年の
10月に開
催予定で が、台風の影響で延期となり、日を改めての開催となりました。　
人間学部は平成
5（
1993
）年
に創設され、現在は社会福祉学科、人間環境学科、臨床心理学科、人間科学科、教育人間学科の
5学科で組
織されています。　
今回の記念シンポジウムでは「地
域のなかの人間学――実践報告とその可能性」をテーマに、各学科から
平
成
25年
5月、すがも鴨台観
音堂の竣工に際して、キャ
ンパス南門が完成しました。庚申塚通りに面した南門けやき広場は、大学と地域の方々との交流の場となっています。　
その南門けやき広場が、冬期期間
中、美しいイルミネーションで飾られました。
12月
6日に行われた点灯
式では、大正大学の一年を振り返る映像が
3号館の壁面に映し出された
後、勝崎裕彦
 学長・浅賀政弘
 庚申
塚商栄会会長・千原富男
 庚申塚町会
会長・榎本𣳾𠮷
 巣鴨庚申堂奉賛会代
表理事の
4名により点灯ボタンが押
東
北再生「私大ネット
36（サ
ンリク） 」は、東日本大震災
後の復興にあたり、教育的視点から
教員が
1名ずつ登壇して「地域のな
か」での教育・研究活動に関する実践報告を行ない、今までの実践を振り返りつつ、来場者を含めたディスカッションを通じて「人間学の可能性」を探 ました。　
学生や教職員のほか、かつて本学
で教鞭をとられた教員
O
B
の方々に
も来場いただき、中身の濃いシンポジウムとなりました。
すがも鴨台観音堂の「色滝」
と12,000個のLEDが南門け
やき広場を美しく彩る
されました。
12
,
000
個の
L
E
D
が一斉に点灯すると、見守っていた多くの人々から大きな拍手が起こりました。 支援活動を行っていくため発足しました。加盟校がゆるやかに連携しながら、自由で独自性のある活動を実施できる環境を創出していくことを目的としています。　
平成
26年春には、南三陸スタディ
ツアーが行われ、２月
18日～３月
13
日までの間、南三陸研修センターでA
c
t
1
～
4の全４プログラムを実
施しました。　
A
c
t
1
は「初めて歩く南三陸」
というテーマで、初めて南三陸を訪れる学生向けの導入プログラムです。今回は３大学から
29名の学生と、本
学の高橋正弘先生が引率され合計
30
名が参加しました。　
参加した学生からは、 「実際に自分
の目で現地を見て歩くことができ、被災地を身近に感じることができた」「今回のプログラムで満足して終わるのではなく、今後の南三陸 どう復興し、どのような街になるのか見続けたい」等、充実した内容だったという感想を聞くことができました。　
今後も、大正大学は、志を同じく
する私立大学と連携し、互い 専門性を生かしながら、
1000
年に一
度の災害から立ち上がる始めの
10年
を東北と共に走っていきます。
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今
年で四十路に突入するが、左眼の視力
は2.0である。右眼も1.5だったと思
う。昔からずっと目がいい。若い頃か
ら白球や楕円形のボールを追い、汗を流し続けた
からであろう。察しの良い方はお気づきになった
と思うが、本稿の趣旨とかけ離れたエピソードを
先に紹介した理由は、読書量の絶対的不足と読書
の質の浅さという自身の資質を恥じているため、
この場で著書の素晴らしさを語ることができる教
員ではないことを事前に伝えたかったからだ。
“わたしを変えた本”を楽しみにしている読者な
らきっとこう思うだろう。○○先生は幼少期から
多種多様な本を読み漁り、その中で至極の一冊を
紹介してくれるはずだと。前号の先生は寺山修司
歌集を紹介された。私には知的に眩しく、尊敬の
眼差しで見てしまった。今回はそれらの期待を捨
て、違った読み方を読者の方に強いることをお許
しいただきたい。字義通り、私の人生を変えるこ
とになった本を紹介する。
　それは、私の恩師山岸俊男の代表作に位置づけ
られる『信頼の構造：こころと社会の進化ゲーム』
である。長い前振りをして、恩師の学術書を紹介
するのは勇気がいったが、この著作のおかげで、
視力のいい体育会系青年は社会心理学者へと徐々
に変貌を遂げることになった。私は社会福祉系の
大学を卒業し、実践者としての第一歩目を踏み出
す直前に、積年の疑問を科学的に明らかにしたく
て進路を変えた。なぜ人々は助け合わないのかと
いう疑問である。一念（年）発起して、翌年大志を
抱ける大学に編入学した。直後に出会ったのが
『信頼の構造』だった。社会心理学を学ぶべく編
入学をしたものの、統計や英語、文章の読解力な
ど全ての学力が圧倒的に足りていなかった。同級
生が当たり前にできることすらできない。劣等感
に苛まれた私は、指導教員の著作『信頼の構造』
をバイブルだと強く信じ、気迫を込めて何度も読
み返した。しかし、思うように理解が進まない。
幅広い読者を想定した著書ではあるが、当時は理
論的背景が分からず、社会心理学実験データを咀
嚼する能力もなかった。集団主義的な人間関係か
ら脱却し、他者一般を信頼することが今後の日本
にとって重要だという主旨をおぼろげながら把握
できる程度であった。『信頼の構造』が登竜門と
感じた私は、卒業までの2年間、授業よりも恩師
や院生の実験を手伝うことに専念した。毎晩遅く
まで実験作業を手伝い、日中は実験者を担当し
た。難読だった『信頼の構造』を実験研究にかじ
りつき、体を張って内部から理解しようした。こ
の体育会系発想による読書法は功を奏したのかも
しれない。実験データを積み上げながら理論を構
築していく過程が目の前で繰り広げられていく。
そして、何より恩師の研究者として真摯な姿を学
ぶことができた。この読書法によって私の人生が
変わり、幸運も手伝ってこの場にいる。私は視力
だけでなく、『信頼の構造』を選ぶというように、
目の付け所もよかったのだろう。
大
学時代、休みになると、友人たちと海
外旅行をしていた。もちろんお金のな
い学生だったから、いわゆるバック
パッカーで、格安の航空チケットだけ購入して、
あとは現地でホテルや移動手段を手配する。ビザ
が必要ならば事前に大使館に出向いて申請をする
のだ。今思うと、なんて暇だったのだろうか。そ
の時間を分けて欲しい…、と今の私は思う。
　しかし、振り返れば、ただお金がないからバッ
クパッカーをしていた、というわけでもないよう
に思う。団体ツアーと違って、個人旅行だと本当
に自由だ。気に入った場所があれば、そこに一日
中いても良い。そんな自由さが性分に合っていた
のだろう。
　行き先は、決まってアジアだった。なぜアジア
なのか。たとえ日本と文化は違えども、西洋諸国
と違い、私たちと共通する何かを実感することが
でき、それが楽しかった。
　そんな私たちが卒業旅行に選んだ国は、パキス
タンだった。初めてのイスラーム国家。成田空港
から利用したパキスタン航空は、離陸前に旅の安
全のためのお祈りが流れてくる。異文化をヒシヒ
わたしを変えた本わたしを変えた音楽
『信頼の構造：
こころと社会の進化ゲーム』
山岸俊男（東京大学出版会）
学生時代の私の心を揺さぶった
イスラームの祈りの声
体育会系青年だった私を
社会心理学者に仕立て上げた
恩師の学術書
人間科学科 准教授
谷田 林士
大阪府出身。専門分野は社会心理学。共感
性や利他行動について研究を行い、人を
思いやったり、助けたりする心理メカニ
ズムを解明している。趣味は、ストレス
対処をきっかけにはじめたトレーニング。
仏教学科 専任講師
石川 琢道
神奈川県出身。専門分野は中国浄土教。駒
澤大学を卒業後、大正大学大学院へ。非常
勤講師を経て、平成 24 年度より専任講師。
自他共に認める愛妻家。
シと感じさせる演出？に胸の鼓動が高まった。
　ところで、個人旅行だと自由な反面、煩わしい
ことも多い。日本ではあり得ないほど押しの強い
セールス。そして多くの場合は定価がなく、何を
するにもタフな交渉を強いられる。慣れるまでは
ストレスを感じる。
　そんななかで、私たちが訪れたパキスタンは、
そんな煩わしさのない居心地の良い国だった。も
ちろん先進国のような整備された街ではない。し
かし、バザール（市場）で果物や洋服を売る人々、
お店から漂うカレーの良い香り、そしてモスクか
ら聞こえてくる、イスラームの祈りの声、これら
すべてが心地よいのだ。もちろん私は仏教徒、そ
してすでに僧侶でもあったが、特にイスラームの
純粋な祈りの声に魅了された。
　帰国後すぐに、コーランやカッワーリ （ーイス
ラーム神秘主義の宗教歌謡）など、イスラームに
関する音源を購入した。その祈りの声は、どこか、
日本仏教の僧侶の読経や礼讃にも近い雰囲気を有
している。今でもこの音源を聴くと、パキスタン
での楽しい思い出を振り返ることができる。
　以来、十数年を経た今日、残念ながらパキスタ
ンは安全に旅行ができる国ではなくなってしまっ
た。隣国アフガニスタンのイスラーム原理主義の
台頭。パキスタン国内のイスラーム過激派による
テロの頻発。
　しかし、あの旅行でのパキスタンの人々との交
流がなければ、恐らく、テロのニュースから、パ
キスタンは恐い国、という程度の感想しか持たな
かっただろう。しかしそれはパキスタンで起こる
ニュースの一部であり、人々は変わらず、やさし
い。
　パキスタンの悲しいニュースに接するたび、つ
くづく、異文化との交流の大切さを実感する。そ
して今宵、パキスタンに再び平和な日々が訪れる
ことを願い、久々に、イスラームの祈りの声に耳
を傾ける。
23　Ohdai　2014 Spring 2014 Spring　Ohdai　22
特集①　TSRマネジメントに基づく教育活動
?????
??
???
?????
 ????
?
28?
?
?????
??
 
?????
??
????????????????
??? ??????????????? ? ?
??
?
?
??????????
?? ?
?
???
?????
??
?
??
???????? ???
?? ???
?
?
?
????
????
?? ?? ???? ???? ???? ?????
??????
??
????
????? ?????
???? ??????? ????
????
???
????
?? ? ???? ???? ???? ???? ??
???
?????
?? ??
????????????????
??
???
??
???
???
?????
???
????
????????
?? ???????????????? ??????
?????
??
???
?????
?? ??? ?
??????
?
????????????????
????????
?????
??
???
??????????
???? ? ????? ??? ?? ???? ? ? ????? ????
??
???
?????
?? ???? ???? ???? ??????????
?
??????? ?
書
　
赤平泰処
（表現学部教授）
文
　
勝崎裕彦
（大正大学学長）
「鴨台」では、みなさまからのご
意見・ご感想を募集しておりま
す。本誌に関するご意見・ご感
想・大正大学の思い出など、い
ろいろとお聞かせください。
〒170-8470　東京都豊島区
西巣鴨3－20－1 
大正大学 法人企画部 「鴨台」係
kouhou@mail.tais.ac.jp
投稿募集
＜本書の内容＞
序章「戦争」とは何か？
【戦争の現実】
01. 人は人を殺したがらない
02. それでも戦争はなくならない
03. 戦闘における生理と心理
04. 宗教と戦争の関係
【戦いのなかの矛盾】
05. 「人を殺すな」か「人を殺せ」か？
06. 聖書・キリスト教における「平和」
07. 軍事大国アメリカの宗教
08. 日本のクリスチャンと戦争責任
09. キリスト教史の中の暴力と迫害
10. 戦場の聖職者たち
【平和への葛藤】
11. テロをめぐる善と悪
12. 戦うことは絶対に許されないのか？
13. 兵役拒否と宗教
14. 世界の諸宗教の平和運動
　『人はなぜ
 平和を祈りながら
 　戦うのか？』
　星川啓慈・石川明人共著／並木書房
本
学、星川啓慈教授（人文学科）と桃山学院大学の石川明人先生との共著
による『人はなぜ平和を祈りながら戦うのか？』 （並木書房・
4月刊行）が上梓され
ます。
3年間にわたって連載された星川先
生のブログ「戦争と文化」をもとにしながら、石川先生の原稿と合わせて、新た 編集されたものです。研究者をはじめ 学生や高校生のファンも多かった人気ブログ。その書評で紹介した石川先生と意気投合し、出版が実現しました。　
お二人は、いずれも宗教学、宗教哲学の
領域を専門に仕事をしてき 「宗教について勉強していると、どう ても戦争のことを知らなければならないという場合がある」 星川先生は言います。 ま世界で起こっている内戦や紛争、さらに人間歴史を振り返れば、 「宗教」と「戦争」が密接に連関してい ことがわかるで ょう。
　
同書では、宗教と戦争の共通項が浮き彫り
にされます。宗教も戦争も、不可思議な矛盾をはらんだ営みであると。宗教は、人に平安を与えたり、人を救済す 一方、他宗教に非寛容であっ 戦争を推し進めたりする。戦争という「悪」にしても、それらのすべてが純然たる悪意 源としているとは言い切れない。この矛盾から、さ に深 人間の本質に迫っていきます。　
人間は、 理想や道徳を頭で知ってはいても
必ずしもその通りに生きて くことはできせん。それが、現実の人間の姿です。 「宗教と戦争」のテーマにお ては、そうした「人間の根本的な矛盾」が露わになり　「戦争研究と宗教研究という二つの領域を橋渡しする」ことを狙いとしながらも、同書がめざすのは狭い意味で 宗教や戦争 かかわる議論に留まりません。それらの問題を手がかりに、人間の根本的な矛盾を自覚 人は何のため 生きる か、なぜ や葛藤を
背負わざるを得ないのか、など広く深い問いを投げかけます。そこに宗教が深くかかわっていることは否定できないでしょう。　
もちろん、日本の仏教者および世界の諸宗
教が、世界平和の実現に向けて努力していることは自明のことです。同書 も平和へ 葛藤の章を設け、さまざまな取り組みにつ て考察しています。さらに、戦争の歴史から、キリスト教、ユダヤ教、イスラム教等の宗教生理学、精神医学、哲学 テロやアメリカ軍事と宗教の関係などの問題まで、多面的に論じられている点で、まさに他に類を見ないユニークな一冊であると言えます。　「宗教」 「戦争」という人間が背負う大きなテーマを、大学生や一般の人々に向けてわかりやすく解説しているこ も特徴 す。本学をはじめ、桃山学院大学、慶應義塾大学等でテキストとして採用されることが決まっています。　人は優しさや善意を持つ一方で、どうしよ
うもない欲望や身勝手さも捨てきれません。そのことを受けとめ、これからの時代に、他者や社会、あるいは世界各国・民族とどう生きていくか。考え ヒント 提供して れる注目の一冊です
4月発刊、四六判、240頁、1,500円（予価）
　星川
啓慈教
授の
　人気
連載ブ
ログ
　「戦争
と文化
」が
　本に
！
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大正大学では、キャンパス南側の庚申塚通りに面した土地に「鴨台花壇カフェ」をオープンします。これは、
10号館
1階のカフェテリア、
5
号館
8階の鴨台食堂に続く第三の学
食として設置するもので、 生数増加に対応するための福利厚生施設拡充の一環として整備されます。さらに、南門けやき広場には簡易休息所である東屋も設置されま 。昨年設置された南門けやき広場は、同時に完成したすがも鴨台観音堂（通称：鴨台さざえ堂）とあわせて大学と地域との交流の場として使用されており、その繫がりは、全学で推進している地域連携・社会貢献活動によって、今後ますます強くなっ
オープンに向けて工事が進んでいます
南門に鴨台花壇カフェ＆
東屋が新設
?????????????????????????
ていくものと思われます。鴨台花壇カフェでは、コーヒーをはじめとした飲物や軽食を提供する予定で、学生だけではなく 大学を訪れた地域の人々が気軽に休息できる場としても活用される予定です。また、庚申塚商栄会 大正大 が連携して
 商店街とキャンパス内に
季節の花々を植えて魅力的な街づくりを行っている「すがも花街道プロジェクト」と連動したイメージとなるようにカフェ周辺の緑化工事も行われ、四 折々の雰囲気が表現される計画です。
鴨台花壇カフェ完成予定図
1月２1日に執り行われた地鎮式の様子
